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湘南にのみや
議会だより

9月定例会
◆議員提出議案・条例・陳情……………………………………２~３
◆28年度決算、29年度補正予算……………………………………４~５
◆総括質疑…………………………………………………………６~７
◆一般質問・常任委員会報告……………………………………８~11

平成29年度補正予算は
　一般会計4億3千万円増
条例制定で一定規模以上の開発は
　住民への説明が必要に
大磯恒道会への指導強化を求める
　意見書を可決
一般質問でスライド使用を試行

（9月27日）
町消防署と横浜市消防局
航空隊の山岳救助合同訓練 
が吾妻山で行われた。
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全会一致で
採択

意見書概要
　社会福祉法人「大磯恒道会」は、昭和49年に大磯町に特別養護
老人ホーム「恒道園」を開設、当町でも地域密着型施設を運営。
町も頼りにしてきた。
　介護現場では熟練リーダーを含む職員の退職などにより職員
配置が不十分な状況が続き、今年初めからは経営がさらに悪化
した。県は介護保険法と社会福祉法に基づく監査・指導さらに
改善勧告を行ってきた。
　経営陣が退任することは評価できるが、新しく経営を担う者
は、社会福祉への深い造詣、地域社会の状況と恒道会の運営理念
への理解、優れた経営手腕を有する必要がある。県には注意深い
対応が求められる。
　二宮町議会は、所轄庁である神奈川県に対し、利用者やその家族
が社会福祉法人「大磯恒道会」を安心して利用できるよう、同法人の
運営がより適切になされるよう更に積極的な指導を要望する。
　神奈川県知事　黒岩　祐治　殿
� 二宮町議会議長　二見泰弘

所
得
税
法
第
56
条

�

（
条
文
趣
旨
）

生
計
を
一
に
す
る
事
業
者
の

配
偶
者
と
そ
の
親
族
が
事
業

に
従
事
し
た
と
き
、
対
価
の

支
払
い
は
必
要
経
費
に
算
入

し
な
い

陳
情
内
容　
（
陳
情
者
「
平

塚
民
商
婦
人
部
」）

　

所
得
税
法
第
56
条
は
家
族

従
業
者
の
働
き
分
を
必
要
経

費
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

　

青
色
申
告
な
ら
給
料
が
経

費
に
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、

申
告
の
仕
方
で
納
税
者
を
差

別
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
連

差
別
撤
廃
委
員
会
は
「
所
得

税
法
の
見
直
し
」
を
日
本
政

府
に
勧
告
し
た
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
国
に
意

見
書
を
求
め
る
。

本
会
議
で
５
議
員
が
討
論

採
択

渡
辺
＝
第
56
条
は
法
的
な
根

拠
と
合
理
性
を
失
っ
て
い
る

一
方
で
、
申
告
者
の
自
主
性

を
脅
か
す
だ
け
に
な
っ
て
い

る
。

　

女
性
が
多
く
を
占
め
る
と

さ
れ
る
家
族
従
業
者
が
従
属

的
な
立
場
に
お
か
れ
自
立
の

足
か
せ
に
な
り
得
る
。

根
岸
＝
平
成
23
年
の
陳
情
で

は
「
申
告
様
式
は
選
べ
る
」

と
の
判
断
で
陳
情
不
採
択
と

し
た
が
、
そ
の
後
白
色
申
告

も
記
帳
が
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。

　

記
帳
へ
の
誘
引
策
は
、
青

色
申
告
普
及
率
が
法
人
税
で

90
％
台
、
所
得
税
で
50
％
台

ま
で
き
て
い
る
。
国
で
は
青

色
・
白
色
申
告
、
第
56
条
・

57
条
の
制
度
整
理
に
つ
い
て

議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

国
の
議
論
を
推
し
進
め
る

意
味
で
も
第
56
条
廃
止
と
い

う
陳
情
項
目
に
対
し
賛
成
。

小
笠
原
＝
23
年
度
陳
情
時
か

ら
白
色
申
告
で
も
記
帳
義
務

が
生
じ
、
第
56
条
の
根
拠
と

合
理
性
が
無
く
な
っ
た
。
申

告
方
法
の
選
択
の
自
由
は
守

る
べ
き
。

不
採
択

二
宮
＝
第
56
条
は
、
事
業
か

ら
給
与
を
受
け
た
家
族
従
業

員
が
い
る
場
合
の
必
要
経
費

の
取
扱
い
に
つ
い
て
規
定
。

一
方
、
第
57
条
は
、
一
定
要

件
の
も
と
に
必
要
経
費
と
認

め
、
選
択
肢
は
整
備
さ
れ
て

い
る
。

桑
原
＝
白
色
・
青
色
申
告
に

は
、
事
務
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
控
除
と
必
要

な
経
費
を
認
め
て
も
ら
え

る
。
第
56
条
の
廃
止
だ
け
で

は
制
度
の
混
乱
を
招
く
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

武
田
圭
子
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
、
議
会
の
同
意
を
求
め

ら
れ
た
。

　

武
田
氏
は
二
宮
在
住
。

　

任
期
は
3
年
。

�

全
会
一
致
で
可
決

「薬害肝炎救済法の
延長を求める意見
書」の採択を求める
陳情（提出：薬害肝
炎 弁 護 団・ 原 告 団 
鈴木 順）は机上配
付となった。

社会福祉法人大磯恒道会の運営がより適切になされるよう
神奈川県の積極的な指導を求める意見書

員議 提 出 案議

採択５：不採択８
不採択

堤
案
理
由

　

平
成
25
年
に
理
事
長
が
交

替
し
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の

運
営
方
針
や
職
員
の
権
利
を

軽
視
し
、
地
域
へ
の
配
慮
を

欠
い
た
法
人
運
営
を
行
っ
た
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
ベ
テ
ラ

ン
職
員
が
離
職
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
起
こ
っ
た
。

　

多
く
の
入
居
待
機
者
が
あ

る
の
に
、
定
員
も
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
状
況
に
陥
り
、
法

人
経
営
を
揺
る
が
し
て
い
る
。

法
人
の
収
支
も
急
激
に
悪
化

し
、
年
間
1
億
円
近
い
赤
字

を
計
上
し
て
き
た
。
平
成
28

年
度
決
算
は
ま
だ
発
表
さ
れ

て
い
な
い
状
況
。
町
議
会
で

も
こ
の
問
題
は
し
ば
し
ば
取

り
上
げ
ら
れ
て
来
た
。

　

多
く
の
理
事
が
退
職
し
た

今
、
混
乱
を
収
拾
し
、
恒
道

会
の
経
営
を
立
て
直
す
こ
と

の
で
き
る
理
事
を
選
出
す
る

こ
と
に
県
も
責
任
を
持
っ
て

指
導
す
べ
き
と
い
う
こ
と

で
、本
意
見
書
を
提
出
す
る
。

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

事
案
件

人

な
み

さ
ま

陳
の

情
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2条例とも全会
一致で

可決

例条
●
二
宮
町
の
開
発
事
業
に
お

け
る
手
続
き
及
び
基
準
等
に

関
す
る
条
例

　

開
発
事
業
は
、
近
年
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
多

種
多
様
な
土
地
利
用
が
図
ら

れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
昭

和
46
年
「
二
宮
町
宅
地
開
発

指
導
要
綱
」
制
定
以
来
、
平

成
16
年
に
「
二
宮
町
開
発
指

導
要
綱
」へ
の
移
行
を
経
て
、

時
代
背
景
関
係
法
令
等
の
改

正
に
合
わ
せ
見
直
し
を
重
ね

て
き
た
。

　

し
か
し
、
要
綱
に
よ
る
指

導
で
は
、
周
辺
住
環
境
と
の

調
和
や
事
前
周
知
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
条

開
発
事
業
の
手
続
き
と
基
準
を
条
例
化

各議員の議案・陳情に対する賛成・反対は？
根
岸
ゆ
き
子

前
田
憲
一
郎

桑
原
　
英
俊

二
宮
　
節
子

杉
崎
　
俊
雄

善
波
　
宣
雄

露
木
　
佳
代

野
地
　
洋
正

渡
辺
　
訓
任

一
石
　
洋
子

小
笠
原
陶
子

栁
川
　
駅
司

添
田
　
孝
司

二
見
　
泰
弘

結
　
　
果

議員提出議案名（左は議案番号）

2 社会福祉法人大磯恒道会の運営がより適切になされるよう神奈川県の積極的な
指導を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

県に意見書提出

町長提出議案名（左は議案番号）
37 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
38 二宮町の開発事業における手続及び基準等に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
39 二宮町手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
40 平成29年度二宮町一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
41 平成29年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
42 平成29年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
43 平成29年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
44 平成29年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

45 平成28年度二宮町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 可決

46 平成28年度二宮町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
47 平成28年度二宮町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
48 平成28年度二宮町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
49 平成28年度二宮町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

陳　情　名（左は陳情番号）
4 所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● 不採択

※議案について、○は議案に対する賛成、●は反対したことを意味しています。
※陳情については、○は採択、●は不採択です。　　※二見議長は採決に加わりません。

例
化
す
る
こ
と
に
よ
り
法
的

な
拘
束
性
を
高
め
、
開
発
事

業
に
お
け
る
手
続
や
基
準
等

を
定
め
る
と
と
も
に
、町
民
、

事
業
者
、
行
政
が
相
互
に
協

力
や
理
解
を
し
な
が
ら
、
住

環
境
と
調
和
が
と
れ
た
開
発

事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
の

条
例
。

　

一
定
規
模
の
住
宅
開
発
や

住
宅
以
外
の
開
発
を
計
画
し

た
場
合
、
構
想
・
計
画
を
町

に
申
請
、
公
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
周
辺
住
民
は
事
業
者

と
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
本
条

例
に
は
罰
則
規
定
が
設
け
ら

れ
た
。

�

（
全
会
一
致
で
可
決
）

賛
成
討
論

　

周
辺
住
民
と
の
協
議
が
必

須
に
な
る
こ
と
は
評
価
。

　

周
辺
住
民
の
定
義
に
つ
い

て
は
弾
力
的
な
運
用
が
求
め

ら
れ
る
。
３
０
０
㎡
以
上
５

０
０
㎡
未
満
の
開
発
へ
の
規

制
は
重
要
。
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
作
る
条
例

を
早
急
に
着
手
を
期
待
す
る
。

●
二
宮
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

保
安
基
準
の
強
化
や
規
制

緩
和
な
ど
、
近
年
の
複
雑
多

様
化
す
る
社
会
情
勢
に
鑑

み
、
あ
ら
ゆ
る
危
険
物
の
規

制
に
関
す
る
消
防
業
務
申
請

に
対
応
で
き
る
事
務
執
行
体

制
の
確
保
を
図
る
た
め
の
政

令
に
基
づ
く
改
正
案
。

　

二
宮
町
で
も
全
国
と
同
じ

危
険
物
製
造
所
・
貯
蔵
所
・

取
扱
所
の
設
置
時
検
査
や
定

期
検
査
を
実
施
す
る
手
数
料

を
定
め
る
。

�
（
全
会
一
致
で
可
決
）

一定規模以上・特定目的の開発には周辺住
民との協議が必要になる（写真はイメージ）



財政の厳しさを強調するあまり
町民生活にほころびが

渡辺訓任　議員
　歳入総額が前年度より２億5800万円縮小する
一方、繰り越しと基金増減の影響を除いた実質
単年度収支はここ10年で最高レベルの１億6500
万円になった。
　一方で下水道利用料を引上げ、国民健康保険
会計への実質の操出しもゼロにした。行革推進
が町民のくらしにもほころびを産んでいる状況
は、町の基本目標とも相入れないのではないか。
　子ども・子育て、教育などの分野での前進は
評価。地元経済の活性化や高齢者福祉分野で取
り組みを強化する必要がある。
　地方創生関連で国支出が大きい部分を占める
中、コンサルタント委託のあり方や町の主体性
をどう育てていくかが問われる。

まちづくりに重要な補助事業は町資源を
投入し独自の事業とせよ

添田孝司　議員
　平成28年度事業は、国や県の施策に基づく補
助事業が特徴的であった。一色小学校区の地域
再生、公共施設再配置・町有地有効利活用の検
討、健康づくり・未病改善運動教室等、それぞ
れ将来のまちづくりに重要と思われる事業であ
り、期待された予算であった。しかし、これら
補助事業が新たな事業となったため、組織の重
荷となり、やらされているという感じで町の独
自性が出せず、結果が得られていない。
　目的や目標が明確となっておらず、町民と共
有もなされていない。予算を一から見直し、新
事業に投入する財源、人的等の資源を確保しな
ければ、中途半端で補助金の終わりが事業の終
わりとなってしまう。

シティプロモーション戦略の立案
子育て世代が魅力を感じる施策等を評価

前田憲一郎　議員
　第５次二宮町総合計画の中期３年間の初年度
として基本構想に掲げる将来像「人と暮らし、
文化を育む自然豊かな町」の実現に向けて４つ
のまちづくりに基づく事業が展開された。
　子育て支援として妊婦健診補助の拡大、待機
児童の解消を目的として民間と連携し、旧ＩＴふ
れあい館に駅前保育所が開設されるなど子育て
世代が魅力を感じる施策、シティプロモーション
戦略の立案、移住促進用パンフレットを作成す
るなど定住人口の確保に対する積極性を感じた。
　図書館基金を有効に活用し利便性を図り、ま
た消防指令センターの整備、梅沢人道橋補修工
事など町民の安全確保と利便性向上など評価す
る。

地区広域化の福祉のプラットフォームの
萌芽を評価する

一石洋子　議員
　独自の住民との協働型議会を目指したい。さ
らなるイノべーションに向けて福祉の職場環境
への配慮、協働に向けた行政の力強い立ち上が
りが必須。
　6455万9653円の公費による予防接種事業費に
ついては、国内外で中止になったワクチンの適
用等はグローバル経済の倫理のタガが外れた状
況で、自治の裁量による危機管理が必要。
　副反応被害者救済として全国町村会総合賠償
保障保険適用を求める。
　薬や医療にむやみに依存しない農の多面的な
活用によるライフスタイルと、人生100年時代
を楽しむ観点も欲しい。自然エネルギーの自治
に向けた覚悟を応援する。

１�　独居高齢者・高齢世帯との接点のあり方につい
て研究し、孤立化防止・セーフティーネットの確
立を図られたい。

２�　図書館運営について、町民のニーズに沿って、
開館時間の延長及び会館日数の増を図られたい。

３�　公共施設再配置・町有地有効活用実施計画策定
にあたっては、正確かつ適切な情報を公表されたい。
４�　「自主防災組織の手引き」を活用し、町は指導
的立場で、各地区防災力の平準化を計られたい。

５�　学校教育を充実させるために、二宮町独自の
キャリア教育を推進し、各学校のホームページを
開設するなど、情報発信に努められたい。
６�　各種ワクチンを接種する際には、町民に最新の
情報を提供されたい。
７�　町職員が心身ともに意欲を持って働けるよう、
働き方改革を推進されたい。
８�　開かれた消防署を実現するため、消防職員委員
会などの見直しを行い、職場環境を改善されたい。

４議員が決算案について本会議で討論

●　審　査　意　見　●

決算審査特別委員会で出された多くの
要望を８つの意見にまとめた
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賛
成
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対

反
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総
務
管
理
費
は
、
財
政
調

整
基
金
４
億
３
千
万
円
積
み

増
し
。
補
正
後
の
一
般
会
計

歳
入
・
歳
出
予
算
は
81
億
５

８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

４
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

国
保
会
計
は
２
億
６
０
０
万

円
増
で
39
億
５
８
０
０
万
。

後
期
高
齢
者
医
療
は
６
５
０

０
万
円
増
、
８
億
７
９
０
０

万
円
。
介
護
保
険
は
、
５
６

０
０
万
円
増
、
24
億
５
６
０

０
万
円
。
下
水
道
事
業
は
、

４
０
０
万
円
増
、
９
億
６
９

０
０
万
円
と
な
る

主
な
質
疑

【
一
般
会
計
補
正
】

　
臨
時
財
政
対
策
債
を
減

額
す
る
背
景
は
。

　

税
収
の
計
算
が
大
幅
増

加
。
国
か
ら
の
起
債
限
度
額

の
上
限
が
減
額
さ
れ
た
。
毎

年
抑
制
傾
向
で
借
り
て
い
た

が
、
減
額
と
は
い
え
今
回
に

限
っ
て
は
上
限
ま
で
借
り
る
。

　
一
時
的
な
増
収
と
の
こ

と
で
4
億
3
千
万
円
を
財
政

調
整
基
金
へ
積
み
立
て
た
。

使
途
を
目
的
化
す
る
べ
き
だ
。

　

５
年
期
限
の
修
正
申
告

に
よ
る
還
付
が
あ
り
得
る
た

め
そ
れ
に
備
え
て
お
く
こ
と

も
必
要
。
自
由
度
の
高
い
種

類
の
基
金
に
留
保
し
、
緊
急

あ
る
い
は
公
共
施
設
等
へ
の

財
政
需
要
に
も
対
応
す
る
。

　
基
準
財
政
需
要
額
の
増

加
も
一
時
的
な
も
の
か
。

　

内
訳
は
、
国
勢
調
査
の

65
歳
以
上
人
口
が
増
え
社
会

福
祉
費
、
高
齢
者
保
険
福
祉

費
の
伸
び
に
加
え
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
償
還
費
も
増
え

る
。
後
年
も
維
持
か
増
の
算

定
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。

【
国
保
会
計
補
正
】

　
給
付
費
や
療
養
費
が
増

え
て
い
る
状
況
下
で
国
庫
支

出
金
の
返
還
金
が
増
え
て
い

る
の
は
？

　

医
療
費
の
伸
び
が
予
想

よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
。

　
県
か
ら
町
債
を
借
り
た

の
に
こ
れ
だ
け
多
額
の
基
金

へ
の
積
み
立
て
を
し
た
の
か
。

　

今
後
県
へ
の
返
済
金
が

出
る
こ
と
と
医
療
費
が
急
激

に
の
び
る
こ
と
も
想
定
す
る

と
余
裕
あ
る
状
態
で
は
な
い
。

【
介
護
保
険
補
正
】

　
総
合
事
業
制
度
と
な

り
、単
価
に
変
更
が
生
じ
る
。

そ
の
内
容
は
。

　

通
所
介
護
な
ど
、
今
ま

で
は
月
単
位
の
介
護
報
酬
か

ら
、
1
回
ご
と
の
報
酬
に
な

る
の
で
利
用
回
数
に
伴
っ
て

の
清
算
と
な
っ
た
。

　
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
事
業
増

額
の
背
景
は
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
は

50
名
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

実
際
に
は
１
０
０
名
の
見
通

し
。　

利
用
者
と
事
業
者
の
状

況
を
実
態
把
握
し
て
予
算
に

活
か
す
べ
き
だ
が
。

　

長
い
目
で
見
れ
ば
在
宅

を
増
や
す
方
針
で
あ
り
、
現

状
は
方
針
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。

みなさまからの税金は
どのように使われたか

28年度

決算

決
算
審
査
の
概
要

　

平
成
29
年
９
月
14
日
か
ら
４
日
間
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
て
審
査
を
行
っ
た
。

◎
委
員
長　
　

小
笠
原
陶
子

○
副
委
員
長　

野
地
洋
正

▽
委　
　

員　

桑
原
英
俊　

善
波
宣
雄　

　

露
木
佳
代　

渡
辺
訓
任　

一
石
洋
子

委
員
会
採
決
の
結
果

　

一
般
会
計
は
賛
成
５
反
対
１
、
特
別
会
計

は
介
護
保
険
が
全
会
一
致
で
、
他
の
３
会
計

は
賛
成
５
反
対
１
で
認
定
し
た
。

平成29年度一般会計補正予算
主な内容 単位：千円

補正額 補正後の額

歳入

町税 739,552 4,212,642
地方交付税 -273,681 806,319
繰越金 41,255 221,255
町債 -45,200 511,000

歳入 総務管理費 431,108 1,317,935

平成28年度決算と本会議採決
会計名 歳入 歳出 採決結果
一般会計 78億8,264万3千円 76億3,640万3千円 11対2で可決

特
別
会
計

国民健康保険 38億7,996万5千円 36億5,938万4千円 12対1で可決
後期高齢者医療 8億2,460万7千円 7億5,780万8千円 12対1で可決
介護保険 23億1,650万6千円 22億6,236万6千円 全員賛成で可決
下水道事業 9億4,056万1千円 9億3,021万5千円 12対1で可決

28年度

27年度

金額は端数処理をしています。
（　）内は27年度

民生費

総務費

衛生費

土木費

教育費

公債費

消防費

議会費

商工費

農林水産費

26億5，684万円（26億4，314万円）

14億3，785万円（13億8，985万円）

7億6，717万円（10億9，754万円）

7億7，167万円（7億8，248万円）

6億3，901万円（6億3，750万円）

6億4，585万円（6億2，266万円）

4億5，088万円（3億8，850万円）

1億2，702万円（1億3，344万円）

6，879万円（1億960万円）

7，131万円（6，834万円）

（5） 第165号 平成29年（2017年）10月25日発行
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村
田
町
長
が
は
じ
め
て

予
算
策
定
し
執
行
し
た
一

年
。「
町
の
財
産
が
人
で
あ

り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
で

あ
る
こ
と
を
、
町
民
の
方
々

と
共
通
認
識
を
持
っ
て
、
町

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」

と
訴
え
、
ゼ
ロ
か
ら
の
見
直

し
を
行
っ
た
成
果
は
。

　

自
治
体
の
収
支
状
況
を

図
る
実
質
比
率
は
、
３
・
９

％
で
適
正
範
囲
内
で
あ
り
、

健
全
な
数
値
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
力

指
数
は
３
年
間
、
０
・
75
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
町
税
そ

の
他
の
財
源
に
、
大
き
な
変

動
が
な
か
っ
た
と
分
析
。
自

主
財
源
比
率
が
50
％
台
で
推

移
し
て
い
る
状
況
は
、
町
税

収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
昨

今
の
状
況
に
よ
る
も
の
で
、

急
激
な
改
善
は
難
し
い
。
経

常
収
支
比
率
は
、
10
年
間
財

政
の
硬
直
化
が
顕
著
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
数
値
の
悪

化
を
防
止
す
る
た
め
、
継
続

し
て
地
方
債
を
抑
制
す
る
取

り
組
み
を
し
、
引
き
続
き
財

政
の
安
定
に
寄
与
す
る
事
業

計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
進
捗
状
況
は
。

　

28
年
度
は
、
一
色
小
学

校
に
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
研
修
会
や
先
進
地
へ
の

視
察
を
し
た
。
29
年
度
は
、

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
に

向
け
て
体
制
づ
く
り
を
進

め
、
30
年
４
月
開
始
を
考
え

て
い
る
。
他
の
４
校
に
つ
い

て
は
、
30
年
度
よ
り
準
備
期

間
を
設
け
、
31
年
度
導
入
の

計
画
。

　
健
康
づ
く
り
施
策
の
成

果
は
。

　

幅
広
い
世
代
の
健
康
づ

く
り
の
為
、
県
と
連
携
し
て

事
業
を
新
設
。
町
の
施
設
を

利
用
し
、
健
康
改
善
や
予
防

に
取
り
組
み
、
複
数
年
で
の

効
果
を
検
証
す
る
。温
水
プ
ー

ル
で
の
健
康
づ
く
り
水
中
運

動
教
室
は
、
学
校
の
授
業
期

間
中
も
継
続
的
に
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
く
。

　
こ
こ
数
年
が
勝
負
と
さ

れ
る
危
機
の
時
代
、
ま
た
人

生
百
年
時
代
を
迎
え
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
機
に
、
分
権
改
革

が
目
指
し
た
創
意
あ
る
住
民

自
治
を
進
め
、
一
人
協
働
、

政
策
形
成
し
自
己
実
現
し
な

が
ら
職
員
が
働
く
た
め
に
町

は
ど
の
よ
う
に
働
き
か
た
改

革
を
進
め
る
か
。
町
民
は

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
あ
る
政
策
を

求
め
て
い
る
。

　

次
世
代
育
成
支
援
育
成

推
進
法
、
女
性
活
躍
推
進
法

に
基
づ
き
平
成
27
年
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
作
成
し
、

仕
事
の
効
率
化
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
研
修
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
管
理
の

推
進
に
よ
り
、
環
境
作
り
に

努
め
て
い
る
。
地
域
再
生
協

議
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自

分
た
ち
が
望
む
公
園
を
主
体

と
な
っ
て
作
る
と
い
う
従
来

の
シ
ス
テ
ム
を
超
え
た
動
き

が
生
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

　
農
に
関
わ
り
た
い
方
が

増
え
て
い
る
が
町
の
対
応

は
。
ま
た
豊
か
な
自
然
と
人

の
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
二

宮
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
に
「
農
」
の
視
点
で
二

宮
の
風
土
の
可
能
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
が
。

　

里
山
づ
く
り
協
議
会
、

小
学
校
収
穫
体
験
、
二
宮
果

樹
園
、
地
域
再
生
協
議
会
、

オ
リ
ー
ブ
摘
み
取
り
に
障
が

い
者
就
労
支
援
を
行
う
な
ど

確
か
に
発
信
す
べ
き
多
様
な

活
動
が
あ
る
。
市
民
農
園
が

ニ
ー
ズ
に
答
え
る
方
法
に
つ

い
て
も
考
え
た
い
。

　
乳
児
へ
の
定
期
接
種
と

な
っ
た
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

は
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
止
と

な
っ
た
。
訴
訟
中
の
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
と
同
様

の
免
疫
活
性
剤
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
傍
観
し
て
い
て
は

自
治
体
の
人
間
と
し
て
の
怒

り
が
見
え
な
い
。
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
補
償
責
任

に
関
連
し
、
Ｈ
Ｐ
に
判
断
材

料
と
な
る
情
報
提
供
、
全
国

町
村
会
賠
償
保
障
保
険
の
適

　
定
住
人
口
確
保
で
重
要

な
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
町
と
は
、
言
い
か
え

れ
ば
、
働
く
両
親
が
通
勤
し

や
す
い
町
で
あ
る
。
通
勤
に

は
バ
ス
の
ほ
か
に
自
転
車
、

バ
イ
ク
の
利
用
が
あ
り
自
転

車
駐
車
場
（
駐
輪
場
）
整
備

を
進
め
て
き
た
。
28
年
度
も

北
口
駐
輪
場
の
補
修
工
事
を

し
た
が
自
転
車
搬
送
用
コ
ン

ベ
ア
が
故
障
し
て
い
る
の

で
、
修
理
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
駅
北
口
か
ら
西
側

の
内
原
跨
線
橋
ま
で
の
一
級

町
道
10
号
線
の
一
部
の
区
間

約
75
メ
ー
ト
ル
に
歩
道
が
な

い
。
側
溝
の
ふ
た
の
上
を
歩

く
状
況
で
改
善
を
求
む
。

駐
輪
場
は
全
体
を
見
て
改
修

　

平
成
26
年
を
ピ
ー
ク
に

駐
輪
場
の
利
用
状
況
が
減
少

傾
向
だ
。
今
後
の
駐
輪
場
の

方
向
性
は
利
用
者
の
推
移
や

駐
輪
場
の
空
き
状
況
な
ど
を

見
な
が
ら
、
臨
時
駐
輪
場
等

の
整
理
な
ど
合
わ
せ
て
進
め

る
。
全
体
を
見
な
が
ら
の
修

理
と
な
る
の
で
少
し
待
っ
て

ほ
し
い
。
町
道
10
号
線
の
整

備
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

　
初
め
て
取
り
組
ん
だ
予

算
執
行
は
、
村
田
町
長
と
し

て
の
カ
ラ
ー
の
実
現
は
で
き

た
か
。

　

私
が
初
め
て
ゼ
ロ
か
ら

取
り
組
ん
だ
予
算
編
成
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
全
て

の
事
業
を
検
討
し
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
を
行
い
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
の
健
康
づ

く
り
推
進
や
子
育
て
支
援
の

充
実
に
予
算
を
シ
フ
ト
し
た
。

　
二
宮
町
の
強
み
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
く
ら
し
を
提

案
し
、
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
は
で
き
た
か
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
二
宮
町
は
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
は
避
け
て
通
れ

ず
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
戦
略

と
異
な
っ
た
視
点
で
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
町
の
組
織
機

構
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
引

き
続
き
国
・
県
な
ど
か
ら
の

権
限
移
譲
、
新
た
な
福
祉
施

設
な
ど
増
加
す
る
事
務
量
に

対
し
限
ら
れ
た
職
員
数
で
効

果
的
、
効
率
的
に
行
財
政
を

運
営
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
行
政
と
住
民
、

事
業
者
が
協
力
、
連
携
し
な

が
ら
公
共
施
設
の
統
廃
合
や

複
合
化
、
地
域
組
織
の
枠
組

み
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組

み
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
一
色
、
緑
が
丘
、
百
合

が
丘
の
住
民
の
方
々
を
主
体

と
し
た
一
色
小
学
校
区
地
域

再
生
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

町
や
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公

社
と
も
連
携
し
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
二
宮
町
で
安
心
し
て
働

き
仕
事
を
生
み
出
し
や
す
い

　
町
へ
の
定
住
促
進
に
関

連
し
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
等
の
課
題
は
。

　

妊
娠
、
出
産
期
の
支
援

拡
充
で
、
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
り
、
駅
前
保
育
所
や
育

児
発
達
支
援
教
室
を
開
始
し

た
。
病
後
児
保
育
事
業
や
高

額
な
、
不
妊
治
療
補
助
は
今

後
検
討
す
る
。

用
を
求
め
る
。

　

対
応
を
検
討
す
る
。
二

宮
町
か
ら
独
自
に
国
へ
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。

　
二
宮
電
力
は
反
響
あ
っ

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
は

自
治
の
問
題
で
、
形
あ
る
実

績
が
ほ
し
い
。

　

支
援
検
討
を
進
め
る
。

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い

る
。
一
方
、
毎
年
各
地
域
か

ら
の
地
区
要
望
や
、
児
童
・

生
徒
安
全
対
策
協
議
会
の
意

見
で
は
、
生
活
上
や
通
学
上

に
支
障
が
出
て
い
る
と
、
事

故
を
防
止
す
る
安
全
対
策
を

優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
施
策
の
一
つ
「
通
い
の

場
」
が
始
ま
っ
た
が
、
今
必

要
な
の
は
自
力
で
歩
い
て
行

く
の
が
困
難
な
方
や
軽
度
の

認
知
症
の
方
、
日
中
独
居
の

方
の
ケ
ア
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
け
で
な
く
松
田
町
で

や
っ
て
い
る
よ
う
な
有
償
の

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
相
談
員
」
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
。

　

課
題
を
整
理
し
考
え
て

い
く
が
、
人
件
費
を
出
す
状

況
に
な
い
。

　
荒
れ
た
空
き
家
に
隣
接

し
た
方
の
悩
み
は
大
き
い
。

民
間
は
民
間
で
解
決
が
筋
だ

が
高
齢
者
が
交
渉
に
あ
た
る

の
は
困
難
だ
。
持
ち
主
不
明

の
場
合
の
調
査
や
根
気
強
い

交
渉
支
援
が
大
切
だ
が
。

　

現
在
の
相
談
は
、
地
域

政
策
課
で
受
け
、
空
き
家
の

場
合
企
画
政
策
課
で
受
け
る

が
今
後
窓
口
は
一
本
化
し
て

い
く
。

環
境
を
つ
く
る
と
し
て
い
る

が
、
地
元
産
業
の
活
性
化
、

駅
前
の
活
性
化
に
つ
い
て
は

い
か
が
か
。

　

商
工
業
振
興
対
策
で
は

｢

ち
ょ
い
ワ
ザ
商
人
講
座｣

を

開
催
し
、
消
費
者
と
店
主
と

の
顔
が
見
え
る
交
流
を
深
め

来
店
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新

た
な
顧
客
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
駅
周
辺
の
活
性

化
に
つ
い
て
は
再
整
備
に
向

け
た
計
画
を
検
討
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
実
施
ま
で
至
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
最
近
で

は
駅
周
辺
で
新
た
な
商
い
が

始
め
ら
れ
て
い
る
。
町
全
体

で
は
新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
、

古
い
住
宅
を
改
修
し
た
パ
ン

屋
等
が
開
業
し
て
い
る
。

1級町道10号線：
側溝のふたが歩
道代わり、歩行
者の通行に支障
が

町
の
健
康
づ
く
り
施
策
・

温
水
プ
ー
ル
で
の
水
中
運

動
教
室

新たな商いを
力に、さらに
活性化させた
い

平成２８年度決算案に対して４議員が登壇し、総括質疑を行った。村田町政のまちづくり・ビジョンの達成状況と取り組み、姿勢
をただすとともに、生活や教育、産業振興などについても幅広いテーマが取り上げられた。

二
宮
　
節
子
　
議
員

小
笠
原
陶
子
　
議
員

通
勤
の
た
め
歩
道
と
駐
輪
場
整

備
急
げ
、
空
き
家
相
談
窓
口
を

栁
川
　
駅
司
　
議
員

中
期
３
年
間
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
総
合
計
画
を
問
う

村
田
町
政
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
た
執
行
状
況
を
問
う

一
石
　
洋
子
　
議
員

職
員
が
幸
せ
に
仕
事
を
す
る

こ
と
で
住
民
を
幸
せ
に
す
る

平成28年度決算案に対し 4議員が総括質疑
重
篤
な
副
反
応
、
国
の
補
償

認
定
困
難
の
理
不
尽
に
自
治

体
に
よ
る
救
済
動
く

◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊◊

◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊

◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊

※記事は本人の原稿に基づくもの
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袖
ケ
浦
海
水
浴
場
が
閉

鎖
さ
れ
て
早
い
も
の
で
10
年

余
り
が
経
ち
、
現
在
の
袖
ケ

浦
海
岸
を
見
る
と
穏
や
か
で

今
す
ぐ
に
で
も
再
開
で
き
る

の
で
は
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。 

袖
が
浦
プ
ー
ル
も
休
業
し
て

ふ
た
夏
が
過
ぎ
た
が
、
そ
れ

ま
で
利
用
し
て
い
た
幼
稚
園
、 

児
童
施
設
、
学
校
な
ど
各
種

団
体
や
地
域
住
民
た
ち
に

様
々
な
問
題
や
弊
害
が
出
て

い
る
。
ま
ず
、
休
業
に
し
た

経
緯
を
伺
い
た
い
。

　

袖
が
浦
プ
ー
ル
の
休
業

を
検
討
す
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
平
成
26
年
９
月
議
会

に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
決

算
審
査
意
見
の
中
に
「
袖
が

浦
プ
ー
ル
は
有
料
利
用
者
が

少
な
い
ま
ま
推
移
し
て
い
る

の
で
速
や
か
に
廃
止
さ
れ
た

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

こ
と
。
一
方
、
平
成
27
年
３

月
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
、
二
人
の
議
員
か
ら
「
袖

が
浦
プ
ー
ル
は
学
校
プ
ー
ル

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
妥
当

で
あ
り
教
育
費
へ
の
移
行
一

括
管
理
を
望
む
」
と
の
要
望

が
出
さ
れ
、こ
れ
ら
の
意
見
、

要
望
を
受
け
て
産
業
振
興
・

教
育
総
務
・
生
涯
学
習
各
課

で
協
議
を
行
い
、
子
ど
も
育

成
課
と
も
調
整
、検
討
し
た
。

　

近
年
の
利
用
者
数
、
施
設

の
老
朽
化
、
修
繕
と
運
営
の

費
用
を
考
慮
し
、
費
用
対
効

果
が
低
い
こ
と
か
ら
休
業
と

す
る
判
断
を
し
た
。

　
昨
年
12
月
議
会
で
他
の

公
共
施
設
と
併
せ
検
討
し
て

い
く
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
28
年
度
策
定
し
た

「
二
宮
町
公
共
施
設
再
配
置
・

町
有
地
有
効
活
用
実
施
計
画

策
定
方
針
」
で
は
、
３
つ
の

プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

当
面
の
施
設
管
理
費
用
の
縮

減
を
図
る
た
め
、
学
校
水
泳

授
業
へ
の
影
響
を
検
証
し
た

上
で
早
期
の
統
廃
合
を
検
討

す
る
と
い
う
こ
と
を
方
針
と

し
た
。

　
海
水
浴
場
開
設
に
は
神

奈
川
県
海
水
浴
場
等
条
例
施

行
規
則
が
あ
る
が
、
袖
ヶ
浦

海
水
浴
場
を
再
開
す
る
た
め

の
条
件
は
。

　

許
可
を
得
る
た
め
に
は

公
衆
衛
生
危
険
防
止
の
見
地

か
ら
、
県
の
基
準
に
適
合
す

る
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

１
１
９
の
受
信
と
指
令

業
務
が
な
く
な
っ
た
、
町
の

通
信
指
令
室
の
役
割
は
。

　

一
般
加
入
電
話
と
受
付
、 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
二
宮
基
地
局

等
の
対
応
が
あ
る
。

　

受
付
は
必
要
な
く
、
電

話
回
線
は
指
令
室
か
ら
移
動

し
、夜
間
は
留
守
電
で
良
い
。

緊
急
時
は
駆
け
込
み
通
報
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
指
令
室
へ

は
災
害
時
に
入
れ
ば
よ
く
、

無
人
化
が
可
能
で
は
。

　

二
宮
町
消
防
本
部
と
い

う
大
き
な
看
板
が
あ
り
、
出

張
所
で
は
な
い
た
め
無
人
化

は
で
き
な
い
。

　

署
員
は
８
時
半
か
ら
24

時
間
拘
束
さ
れ
15
時
間
30
分

勤
務
す
る
。
午
前
中
３
時
間

30
分
、
午
後
か
ら
夕
方
ま
で

５
時
間
、
夕
方
か
ら
夜
ま
で

３
時
間
、
早
朝
２
時
間
の
計

13
時
間
30
分
は
指
令
室
に
１

人
で
あ
る
。（
22
時
か
ら
６

時
半
は
複
数
体
制
）
ト
イ
レ

も
自
由
に
行
け
ず
精
神
的
に

も
良
く
な
い
の
で
は
。
大
磯

は
２
時
間
ず
つ
交
代
で
、
同

じ
人
が
何
度
も
入
る
こ
と
は

な
い
。

　

二
宮
町
は
専
門
職
と
し

て
配
置
し
て
い
る
。

　

外
線
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク

ス
と
受
付
に
専
門
性
は
感
じ

ら
れ
な
い
が
。

　

指
令
室
で
も
事
務
処
理

は
で
き
る
。
部
隊
に
よ
っ
て

は
出
入
り
自
由
で
、
拘
束
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

40
数
名
が
40
年
間
、
１

カ
所
で
働
く
こ
と
に
な
る
町

の
消
防
署
。
労
働
基
本
権
が

保
障
さ
れ
な
い
消
防
署
に
は

重
要
な「
消
防
職
員
委
員
会
」

を
よ
り
機
能
さ
せ
る
た
め
、

委
員
に
第
三
者
を
入
れ
る
、

傍
聴
可
能
に
す
る
、
議
事
録

を
公
開
す
る
な
ど
し
て
風
通

し
を
良
く
す
べ
き
で
は
。

　

今
後
、
機
会
を
捉
え
、

消
防
本
部
内
で
議
論
を
進
め

た
い
。

※
こ
の
他
、
一
市
二
町
の
共

同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
課

題
解
決
、
規
程
や
規
則
の
順

守
を
求
め
、
８
月
に
発
生
し

た
救
急
車
遅
延
に
お
け
る
管

理
職
の
危
機
管
理
意
識
の
確

認
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談

窓
口
設
置
に
つ
い
て
質
疑
し

た
。
２
部
制
か
ら
３
部
制
に

変
更
さ
れ
た
署
員
の
勤
務
形

態
に
つ
い
て
は
時
間
が
な
く
、 

再
質
問
で
き
な
か
っ
た
。
な

お
、
９
月
に
通
信
指
令
室
は

情
報
機
器
室
へ
名
称
変
更
し

た
。

砂浜が戻ってきた袖ケ浦海岸の
状況（本年8月23日撮影）

老
朽
化
し
た
指
令
室
の
椅
子

は
交
換
へ
　
座
る
人
の
心
身

を
大
切
に

前
田
憲
一
郎

露
木 

佳
代

議 
員

議 

員

３
つ
の
プ
ー
ル
の
あ
り
方
は

早
期
に
検
討
し
て
い
く

答

出
張
所
で
は
な
い
た
め

無
人
化
は
で
き
な
い

答

袖
が
浦
プ
ー
ル・袖
ケ
浦
海
水 

浴
場
の
再
開
に
つ
い
て
問
う

問

１
１
９
の
受
信
や
指
令
業
務
が
な

い
通
信
指
令
室
を
無
人
化
せ
よ

問

一般質問
※記事は本人の原稿に基づくもの
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

力
、
町
民
力
、
人
の
優
し
さ

は
、
胸
を
張
っ
て
自
慢
で
き

る
わ
が
町
の
誇
り
で
あ
り
財

産
で
も
あ
る
。
未
来
を
託
す

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
、

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う

と
す
る
心
、
す
な
わ
ち
町
民

に
よ
る
社
会
教
育
が
、
長
い

歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
公

共
施
設
再
配
置
、定
住
促
進
、

高
齢
者
対
策
な
ど
、
次
の
世

代
へ
と
引
き
継
が
れ
る
各
課

題
も
、
人
が
考
え
、
人
が
判

断
し
、
人
が
実
行
す
る
。
ま

さ
に
「
町
が
人
を
つ
く
り
、

人
が
町
を
つ
く
る
」
の
で
あ

る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う

に
育
て
、
成
長
し
て
欲
し
い

と
考
え
て
い
る
か
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
と

連
携
協
力
し
、
異
年
齢
も
含

め
た
よ
り
多
く
の
人
々
と
関

わ
り
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
体
験
・
経

験
を
重
ね
る
こ
と
で
社
会
の

ル
ー
ル
、
協
力
、
常
識
、
道

徳
な
ど
を
学
び
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
を
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

　
促
進
す
る
た
め
の
事
業

は
、
ま
た
今
後
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
と

の
交
流
の
場
と
も
な
り
、
野

外
研
修
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
で
は
主
に
体

験
学
習
と
な
る
。
各
種
事
業

を
通
し
て
社
会
性
、協
調
性
、

積
極
性
、
規
範
意
識
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
。
二
宮
町
に

誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
よ
う

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。

　
今
回
中
止
さ
れ
た
子
ど

も
野
外
研
修
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
、
高

山
村
訪
問
の
３
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
経
緯
と
今
後
に
つ

い
て
は
。

　

あ
く
ま
で
も
実
施
す
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
旅
行

業
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が

高
い
と
、
県
及
び
法
律
関
係

者
か
ら
改
め
て
指
摘
を
受
け
、 

中
止
と
す
る
苦
渋
の
選
択
に

至
っ
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
に
は
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
内
容
を
見
直
し
な
が

ら
、
３
事
業
は
今
後
も
継
続

し
て
い
く
。
小
学
校
の
５
年

生
で
行
う
学
校
キ
ャ
ン
プ
と

は
目
的
が
異
な
る
。

年４回の目的研修により
リーダーを育てる

野
地 

洋
正

議 

員

町
へ
の
誇
り
、
愛
着
が
抱
け
る

よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く

答
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
！

子
ど
も
の
社
会
教
育
充
実
を

問

　
理
事
長
が
代
わ
り
平
成

25
年
度
か
ら
赤
字
事
業
活
動

と
な
っ
て
い
る
。
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
こ
数
か
月
資
金
繰
り

が
苦
し
く
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
。
指
導
・
監
査
の
権
限

を
持
つ
神
奈
川
県
と
連
携
を

し
、
状
況
を
把
握
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
指
導
を
行
っ
た
。

　
職
員
給
与
振
込
の
遅
延
、 

か
わ
わ
の
家
で
、
具
な
し
カ

レ
ー
や
、
お
か
ず
が
モ
ヤ
シ

炒
め
の
み
と
い
う
食
事
、
業

者
へ
の
支
払
い
遅
延
、
家
賃

や
地
代
の
支
払
い
遅
延
、
そ

し
て
最
悪
な
の
は
職
員
の
社

会
保
険
料
の
滞
納
、
こ
れ
ら

を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

全
て
把
握
し
て
い
る
。

　
社
会
保
険
料
滞
納
で
、

県
は
重
点
監
査
し
た
。
運
営

は
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　

今
後
の
理
事
会
体
制
に

つ
い
て
、
県
か
ら
も
、
町
か

ら
も
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
恒
道
会
の
運
営
は
誰
が

見
て
も
お
か
し
い
が
改
善
さ

れ
な
い
。
誰
が
悪
い
の
か
。

　

性
善
説
に
立
っ
た
法
律

の
欠
陥
を
突
い
て
き
た
。
犯

人
探
し
よ
り
今
後
ど
う
し
て

い
く
か
だ
。

二
宮
町
総
合
計
画
と
総
合
戦

略
は
同
じ
？

　
総
合
計
画
中
期
基
本
計

画
と
総
合
戦
略
は
村
田
町
政

一
年
目
に
策
定
さ
れ
た
。
計

画
と
戦
略
の
違
い
や
優
先
度

が
分
か
り
に
く
い
が
。

　

総
合
計
画
は
、
町
の
10

年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
町

の
最
重
要
計
画
。
年
度
ご
と

の
実
施
計
画
で
予
算
事
業
を

位
置
づ
け
て
い
る
。
総
合
戦

略
は
総
合
計
画
と
整
合
を
図

り
つ
つ
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
重
要
業
績
評
価

指
標
を
設
定
し
推
進
し
て
い

る
。

　
中
期
基
本
計
画
の
重
点

方
針
と
戦
略
の
具
体
的
施
策

全
く
同
じ
。
さ
ら
に
計
画
の

一
部
の
事
業
が
戦
略
の
事
業

で
あ
り
、
総
合
戦
略
は
中
期

計
画
の
一
部
で
は
な
い
か
。

　

同
じ
で
は
な
く
整
合
を

図
っ
た
。

　
総
合
計
画
が
最
上
位
計

画
で
予
算
編
成
重
要
施
策
と

す
る
が
、
平
成
28
年
予
算
編

成
は
戦
略
を
重
点
施
策
と
し

た
。
な
ぜ
か
。

　

見
せ
方
で
そ
う
し
た
。

添
田 

孝
司

議 

員

神
奈
川
県
と
連
携
し

状
況
は
把
握
し
て
い
る

答
危
機
を
増
す「
大
磯
恒
道
会
」

の
運
営
に
つ
い
て
問
う

問

総合計画は最も重要！
予算編成はここから始まる。

一般質問
※記事は本人の原稿に基づくもの
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福
祉
費
の
移
動
支
援
事

業
が
使
え
る
対
象
者
は
。

　

障
が
い
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
と
な
る
。

　
ど
ん
な
事
業
か
。

　

障
が
い
者
の
外
出
支
援

を
行
い
自
立
生
活
及
び
社
会

参
加
を
促
し
て
生
活
圏
の
拡

大
を
図
る
目
的
。

　
市
町
村
の
裁
量
的
経
費

で
行
う
地
域
支
援
事
業
の
中

に
あ
る
移
動
支
援
事
業
で
通

学
を
取
り
扱
う
べ
き
だ
が
い

か
が
か
。

　

通
学
で
は
常
時
利
用
で

き
な
い
が
、
介
護
者
が
疾
病

で
付
き
添
え
な
い
時
な
ど
に

利
用
で
き
る
。

　
町
の
窓
口
相
談
に
行
く

保
護
者
は
門
前
払
い
で
帰
っ

て
く
る
。
県
内
で
通
学
訓
練

と
し
て
認
め
て
い
る
自
治
体

は
お
よ
そ
半
数
。
二
宮
で
も

移
動
支
援
事
業
で
使
え
る
上

限
時
間
の
枠
内
で
通
学
も
可

能
と
な
る
の
で
は
。

　

通
学
訓
練
は
相
談
が
あ

れ
ば
状
況
に
応
じ
て
可
能
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
、費
用
、

事
業
者
の
受
け
入
れ
能
力
、

保
護
者
と
子
ど
も
の
触
れ
合

い
が
課
題
と
な
る
。

　
可
能
で
あ
る
こ
と
は
利

用
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
の
か
。

　

明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
周
知
の
仕
方

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
支

給
決
定
の
基
準
に
つ
い
て
も

研
究
し
た
い
。

　
地
域
福
祉
計
画
の
中
期

目
標
と
し
て「
通
学
の
支
援
」

と
書
い
て
あ
る
。
今
後
の
結

論
を
見
守
り
た
い
。

　
ま
た
、
平
塚
に
あ
る
県
立

湘
南
養
護
学
校
高
等
部
に
通

う
知
的
障
が
い
児
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
乗
車
で
き
な
い
。

自
力
通
学
を
求
め
ら
れ
る
の

だ
が
、
半
数
は
親
の
付
き
添

い
と
な
っ
て
お
り
、
長
年
の

懸
案
事
項
で
あ
る
。
移
動
支

援
事
業
の
活
用
も
含
め
て

県
・
町
・
保
護
者
が
協
議
す

る
べ
き
だ
。

　

保
護
者
か
ら
出
て
い
る

通
学
支
援
の
要
望
は
認
識
し
、 

町
か
ら
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

　

湘
南
養
護
に
通
わ
れ
て
い

る
方
で
も
、
放
課
後
に
つ
い

て
は
障
が
い
児
向
け
の
学
童

保
育
の
よ
う
な
も
の
で
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

そ
の
利
用
が
可
能
だ
。
学
校

か
ら
事
業
所
ま
で
の
送
迎
が

つ
く
の
で
、
こ
の
拡
充
を
検

討
し
て
総
合
的
に
考
え
る
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
、
昨
年
３

月
議
会
で
、
資
産
割
ゼ
ロ
お

よ
び
収
納
方
法
の
現
行
９
回

割
を
10
回
割
に
す
る
変
更
を

検
討
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
検
討
状
況
は
。

　

収
納
の
10
回
割
に
つ
い

て
は
税
等
の
賦
課
シ
ス
テ
ム

の
更
新
に
合
わ
せ
て
進
め
る
。 

資
産
割
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
所

得
割
な
ど
を
増
や
さ
ざ
る
を

得
な
い
。
影
響
が
少
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
を
図
り
た
い
。

　
来
年
の
国
保
税
財
政
運

営
の
県
へ
の
一
本
化
で
加
入

者
負
担
は
ど
う
な
る
か
。
ま

た
、
町
の
仕
事
量
は
。

　

県
か
ら
示
さ
れ
た
標
準

料
率
に
基
づ
き
試
算
す
る
の

は
こ
れ
か
ら
。
事
務
負
担
量

は
増
え
る
と
予
想
。

　
町
の
医
療
費
水
準
は
相

対
的
に
低
い
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
、
町
内
で
受
診
で
き

な
い
科
目
も
あ
る
。
２
年
連

続
の
国
保
料
値
上
げ
は
認
め

ら
れ
な
い
。
所
得
が
低
い
と

負
担
割
合
が
高
く
な
る
逆
進

性
も
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
も
考
え
る
べ
き
だ
。 

県
が
示
す
標
準
料
率
な
ど
、

審
議
会
な
ど
を
含
め
町
民
に

情
報
を
公
開
し
て
ほ
し
い
。

　

10
月
に
県
か
ら
標
準
料

率
が
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

後
、
国
保
税
額
試
算
な
ど
を

町
民
に
示
し
て
い
く
。

要
支
援
児
童
生
徒
へ
の

新
入
学
の
援
助
は
入
学
前
に

　
二
宮
町
で
の
子
ど
も
の

貧
困
の
状
況
は
。
異
変
に
気

付
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

就
学
援
助
を
受
け
る
児

童
生
徒
の
割
合
は
増
加
し
て

い
な
い
。
他
に
特
に
目
立
つ

兆
候
は
な
い
が
、
引
き
続
き

見
守
り
を
続
け
て
い
く
。

　
新
入
学
時
の
要
支
援
児

童
生
徒
へ
の
学
用
品
購
入
の

援
助
は
今
年
度
か
ら
増
額
さ

れ
た
。
支
援
の
支
給
時
期
の

入
学
前
に
前
倒
し
は
。

　

国
の
要
綱
改
定
も
あ
り
、 

事
務
上
の
検
討
事
項
は
あ
る

が
、
今
年
度
か
ら
で
も
、
小

中
学
校
と
も
に
入
学
前
に
入

学
用
の
学
用
品
購
入
援
助
を

す
る
よ
う
進
め
る
。

※
他
に
、
次
期
の
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
、
町
民
の
要

求
・
意
見
を
反
映
す
る
こ
と

を
質
疑
し
た
。

高校生も利用したい湘南養護
学校のスクールバス

国民皆保険制度の砦とな
る国民健康保険

根
岸
ゆ
き
子

渡
辺 

訓
任

議 
員

議 

員

通
学
訓
練
の

課
題
を
検
討
す
る

答

収
納
10
回
割
を
シ
ス
テ
ム

改
修
と
合
わ
せ
て
進
め
る

答

障
が
い
児
移
動
支
援
事
業
に

通
学
も
含
め
よ
！

問

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽

減
策
検
討
の
状
況
は

問

一般質問
※記事は本人の原稿に基づくもの
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
継

続
費
精
算
報
告

　

平
成
27
年
度
と
28
年
度
の

継
続
事
業
の
実
績
報
告
。
２

年
合
計
実
績
額
は
、
地
域
福

祉
計
画
策
定
事
業
に
３
５
６

万
４
千
円
、
梅
沢
人
道
橋
補

修
事
業
に
５
８
０
０
万
５
５

０
円
、
都
市
計
画
基
本
図
作

成
事
業
に
８
５
６
万
４
４
０

０
円
で
あ
っ
た
。

二
宮
町
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ

き
算
出
さ
れ
た
。

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
赤

字
額
が
な
か
っ
た
の
で
相
当

す
る
判
断
比
率
は
な
い
。

　

負
債
の
程
度
に
つ
い
て

は
、実
質
公
債
費
比
率
が
６
・

２
％
で
早
期
健
全
化
基
準
、

財
政
再
生
基
準
の
各
25
％
、

35
％
と
比
べ
低
く
、
将
来
負

担
比
率
も
50
・
７
％
で
早
期

健
全
化
基
準
の
３
５
０
％
に

比
べ
低
い
値
で
あ
っ
た
。

　

下
水
道
事
業
の
経
営
状
態

の
健
全
度
合
を
示
す
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
該
当
し

な
い
。

教
育
福
祉�

�

常
任
委
員
会

「
子
ど
も
も
大
人
も
輝
く

（
仮
称
）心
身
き
ら
り
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て

　

素
案
を
作
成
し
、
健
康

福
祉
部
と
検
討
し
た
。
検

討
後
７
月
25
日
の
委
員
会

に
お
い
て
条
例
案
を
作
成

し
た
。
健
康
福
祉
部
に
条

例
案
を
提
示
し
、
条
例
案

の
完
成
に
向
け
、
必
要
に

応
じ
関
係
機
関
と
話
し
合

い
を
持
つ
こ
と
と
し
た
。

地
域
と
学
校
の
あ
り
方
に 

つ
い
て

　

６
月
28
日
教
育
総
務
課

と
話
し
合
い
を
持
ち
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
学
校
再

配
置
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
と
の
関
連
な
ど
細

か
い
点
ま
で
踏
み
込
ん
で

質
疑
を
行
っ
た
。

　

８
月
25
日
の
委
員
会
に

於
い
て
審
議
し
た
結
果
、

学
校
に
お
け
る
す
べ
て
を

大
き
く
捉
え
た
教
育
関
係

を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
期
間
で
ど
こ
ま

で
進
め
る
の
か
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

事
業
効
果
の
検
討
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
関
係
事
業
、

学
童
保
育
所
維
持
管
理
経

費
、
健
康
づ
く
り
・
未
病

改
善
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

グ
ル
ー
プ
を
作
り
調
査
を

進
め
て
き
た
。

　

社
会
福
祉
事
業
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
施
設
と

活
動
内
容
、
町
・
地
域
と

の
調
整
内
容
等
を
話
し
合

い
そ
の
中
で
い
く
つ
か
の

課
題
が
見
え
て
き
た
。

　

学
童
保
育
所
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
山
西
学
童

保
護
者
会
・
二
宮
小
学
校

保
護
者
会
よ
り
聴
き
取
り

を
し
た
。
３
学
童
共
通
の

認
識
を
持
っ
て
運
営
で
き

る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
を
設

け
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

健
康
づ
く
り
未
病
改
善

事
業
に
つ
い
て
は
、
健
康

づ
く
り
課
に
て
健
康
づ
く

り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

状
況
を
聞
い
た
。
今
後
、

利
用
者
の
受
け
止
め
も
含

め
て
本
来
の
事
業
目
的
と

そ
れ
を
計
る
指
標
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

調
査
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
に
基
づ

き
、
事
業
効
果
を
評
価
し

て
い
く
。

健
康
づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
い
つ
で
も
無
料
で
健

康
度
を
測
定
で
き
る

総
務
建
設
経
済�

�
常
任
委
員
会

児
童
遊
園
地
、 

　
子
ど
も
の
広
場
に
つ
い
て

　

前
回
ま
で
の
調
査
結
果
に
、 

今
回
実
施
さ
れ
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
加
え
、
公
園

ご
と
に
検
証
す
る
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
検
証

・
27
か
所
の
現
地
視
察

・
現
況
整
理
、
方
向
性
模
索

・
担
当
課
と
の
情
報
交
換

・
委
員
会
案
作
成

　

今
年
度
策
定
さ
れ
る
「
公

園
統
廃
合
計
画
」
は
、
総
面

積
の
約
２
割
を
削
減
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
町
民
意
見
、

費
用
対
効
果
が
き
ち
ん
と
反

映
さ
れ
る
よ
う
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

有
償
借
地
公
園
の
契
約
再

考
、
緑
道
や
集
会
施
設
敷
地

な
ど
へ
の
用
途
変
更
、
維
持

管
理
形
態
の
見
直
し
な
ど
、

「
削
減
＝
無
く
す
」
だ
け
で

は
な
く
、
存
続
さ
せ
る
に
は

ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か
、 

提
案
も
大
切
で
あ
る
。

「
公
園
等
維
持
管
理 

　
　
運
営
経
費
」
に
つ
い
て

　

７
月
末
ま
で
に
実
施
し
た

整
備
、
草
刈
剪
定
、
病
害
虫

駆
除
、
樹
木
管
理
、
ベ
ン
チ

修
繕
等
を
公
園
ご
と
に
確
認
。 

29
年
度
予
算
に
お
け
る
進
捗

率
は
68
・
65
％
。

　
「
公
園
統
廃
合
計
画
」
策

定
に
関
し
て
は
、
公
平
公
正

な
判
断
の
も
と
、
町
民
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
そ
の
効
果
が
来
年
度
予
算

へ
き
ち
ん
と
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
か
、
今
後
も
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

引
き
続
き「
児
童
遊
園
地
、

子
ど
も
の
広
場
に
つ
い
て
」

と
、
事
業
効
果
の
検
討
と
し

て
「
公
園
等
維
持
管
理
運
営

経
費
」
を
閉
会
中
の
継
続
調

査
と
す
る
。

常任委員会の活動・継続調査

こ
こ
も
公
園
？

緑
道（
用
途
変
更
）と
し

て
存
続
を
！

報
告



　

今
年
は
例
年
よ
り
梅
雨
明

け
が
早
く
、記
録
的
な
猛
暑

日
が
続
く
暑
い
夏
で
し
た
。

　

10
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く

秋
風
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
、ス

ポ
ー
ツ
や
芸
術
を
楽
し
ん
で

い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

９
月
議
会
は
28
年
度
決
算

を
審
議
し
町
財
政
を
多
方
面

か
ら
検
証
し
ま
し
た
。こ
の

便
り
が
届
く
こ
ろ
に
は
総
選

挙
も
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、私
た
ち
の
町
や
暮

ら
し
に
、ど
う
影
響
し
て
く

る
の
か
、町
民
の
皆
様
と
と

も
に
国
の
動
き
に
も
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

�

（
善
波
）
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編

後

集

記

編
集
委
員

　
　
委
員
長
　

　
　
　
渡
辺
　
訓
任

　
　
副
委
員
長
　
　

　
　
　
二
宮
　
節
子

　
　
委
員
　

　
　
　
前
田
憲
一
郎

　
　
　
善
波
　
宣
雄

　
　
　
根
岸
ゆ
き
子

　
　
　
添
田
　
孝
司ぜひ町民の皆さ 

まのご意見・ご
感想をお聞かせ
ください。

　議会報告会をラディアン
　　　　展示ギャラリーで開催
　議会基本条例推進委員
会では、開かれた議会を
目指し、さまざまなこと
を模索し続けている。
　7月17日に開催した意
見交換会は、会場をラ
ディアン展示ギャラリー
とし、気軽に立ち寄れる
ように試みた。健康づく
り条例案や、議会の歴史
が分かるパネルも展示
し、ラディアン利用者に
立ち寄っていただくこと
もできた。
　老若男女問わず関心が
ある「健康」をテーマに、

今年度中の上程を目指す
健康づくり条例の内容
や、各自が実践している
“健康づくり” について
活発な議論があった。
　体づくりの専門家であ
る参加者からの食の話で
盛り上がったり、休憩時
には健康体操を行うな
ど、これまでとは違った
意見交換会となった。

ラディアン展示ギャラリーで行った議会報告会と意見交換会
には多くの方が足を止めた

シェア
にのみやへ

町民の皆さんと議会のこと、町のことを一緒に考え、
情報と思いを分かち合う場がシェアにのみや。今回
は決算の報告と決算に対する議会の審査意見につい
て意見交換を行います。皆さん、ぜひお出かけくだ
さい。

  第1回
日時：11月12日（日）午前10時～12時
場所：ラディアン展示ギャラリー
意見交換会のテーマ：
　①図書館　②自主防災

  第2回
日時：11月18日（土）午前10時～12時
場所：地域支援センターそしん
意見交換会のテーマ：
　①独居高齢者・高齢世帯
　②学校教育の充実

海
岸
保
全
事
業
作
業

ヤ
ー
ド
は
酒
匂
川
河
口

近
く
へ

　

西
湘
海
岸
保
全
工
事
の
作

業
ヤ
ー
ド
と
し
て
国
が
旧
国

立
小
児
病
院
跡
地
を
利
用
す

る
と
い
う
件
に
関
し
て
、
国

は
作
業
ヤ
ー
ド
を
酒
匂
川
河

口
近
く
に
変
更
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
山
西
地
区

へ
は
お
知
ら
せ
の
文
書
が
回

覧
さ
れ
た
。

　

今
後
、
旧
国
立
小
児
病
院

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
も

本
格
的
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

お出かけください！

　９月定例会本会議の一般質問で
スライドの使用を試行。登壇の議
員がわかりやすい説明のために、内
容に即した写真や図表を使用した。
　今後、より効果的な使用方法を
検討していく。

スライド使用で詳しい説明も可能に




